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●FlashとActiveXコントロール
●ActiveXコントロールの取り込み
●YouTubeプレイヤーの実装
●まとめ

1. Flashと
ActiveXコントロール
　近年の Web 上では、画像や動画、音
楽がコンテンツとして組み込まれること
が一般的になっている。【図1】
　こういった画像、動画、音楽などのコ
ンテンツを Web で扱うための技術とし
て、広く使われるようになったのが

「Flash」である。私達は普段 Web ブラ
ウザで何気なく Web ページを閲覧する
際に、動画などを表示 / 再生するのに、
実はこの Flash を利用している。実際、
ネットワークに接続しているほとんどの
PC には、Flash を利用するための環境
が導入されている。

ActiveXコントロール

　この Flash はどのような形で私達の
PC に提供されているかというと、実は

「ActiveX コントロール」という技術を
利用している。
　ActiveX は Microsoft 社が提供する
インターネット関連技術の総称である

が、最も代表的なのが、Web ブラウザ
上で動的な Web ページを実現する
ActiveXコントロールである。ActiveX
コントロールを ActiveX と呼ぶ場合も
多い。
　ActiveX コントロールはネットワー
クを通じて Web サーバーからダウン
ロードされ、Web ブラウザに機能を追
加する形で使用される。つまり、Web
ブラウザ上で本来提供されていない機能
を連携して使用しているわけである。
　そして、この ActiveX コントロール
で Flash を利用することによって、昔
は Web で扱うことができなかった動画
や音楽を、Web ブラウザ上で見たり聞
いたりすることができるようになった。
他にも身近なものとして、Windowsアッ
プデート機能の更新チェックやインス
トールなども、ActiveX コントロール
によって Web ブラウザから提供されて
いる。

　ActiveX コントロールの機能をもう
少し分かりやすく説明していく。

　例えば、Delphi/400のアプリケーショ
ンでExcel の出力を扱う場合、COM（コ
ンポーネント・オブジェクト・モデル）
コンロールという技術が使用されてい
る。COM コントロールは、Delphi/400
のアプリケーションの中で、Excel とい
う別アプリケーションの機能を利用する
ための連携を提供している。
　では、ActiveX コントロールと COM
コントロールと何が違うかというと、実
はほとんど同じものだと考えてよい。違
いとしては、ActiveX コントロールは

「Web で利用する技術」という点だけで
ある。

Delphi/400からFlashを扱う

　以上のように考えてくると、ActiveX
コントロールを利用して、Delphi/400
から Flash を扱えそうだというイメー
ジができるのではないだろうか。
　本稿では、インターネット動画共有
サービスで有名な YouTube の動画再生
アプリケーションを題材として、
Delphi/400 から Flash を利用する方法

Delphi/400でFlash動画の実装
―YouTubeプレイヤーの作成
Flash の機能を、ActiveX を利用して
Delphi/400 アプリケーションへ組み込む方法を紹介する。
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を紹介したい。

YouTube

http://www.youtube.com/

　次章では、最初のステップとして、
Flash を扱う機能を Delphi/400 に取り
込む方法から説明していく。

2. ActiveXコントロール
の取り込み
　Delphi/400 で Flash 動画を扱うため
には、Flash を再生するためのインター
フェース情報が必要となる。このイン
ターフェース情報は「TLB（タイプラ
イブラリ）」と呼ばれる。
　Delphi/400には、ActiveXコントロー
ルからインターフェースを抽出して、D 
elphi/400 のプログラムソースを自動で
作成してくれる機能が提供されている。
この機能を利用する。

TLBの自動作成

　開発画面のメニューから［コンポーネ
ント | コンポーネントのインポート］を
実行すると、ウィザード画面が表示され
る。【図 2】
　ここで「ActiveX コントロールの取
り込み」を選択し、「次へ」を実行する。
　次の画面では、その PC にインストー
ルされている ActiveX コントロールが
一覧で表示されるので、Flash を再生す
るための「Shockwave Flash」という
ActiveX コントロールを選択して「次
へ」を実行する。【図 3】
　次の画面では、この ActiveX コント
ロールの取り込み先を指定する。「パレッ
トページ名」は任意の名前、「ユニット
ディレクトリ名」には自動生成されるプ
ログラムソースの保存先ディレクトリを
設定して、「次へ」を実行する。【図 4】
　最後の画面では「ユニットの作成」を
選択して「完了」を実行する。【図 5】

　完了すると、保存先に指定したディレ
クトリに、ShockwaveFlashObjects_T
LB.pas というソースファイルが自動で
作成されている。【図 6】
　これは、ShockwaveFlash の TLB（タ
イプライブラリ）情報のプログラムソー
スである。このインターフェース情報の

ソースは 1000 ステップ以上のプログラ
ムからなるが、これらをコーディングす
ることなくウィザードで自動作成できる
ので、TLB の自動作成再生機能は非常
に便利な機能といえる。
　もちろんこの ShockwaveFlash に限
らず、ActiveX で提供される機能は同
様に Delphi/400 に取り込むことが可能
である。
　なお、ソースを見ると分かる通り、ソー
スの前半にはコメントで警告が書かれて
いる。これは自動生成で作成されたプロ
グラムソースなので、独自にソースを変
更しても、次に自動生成した時には上書
きで消えてしまうという注意書きである。

Flash再生のためのクラス

　ここで自動生成されたプログラムソー
スの詳細を完全に理解するのは難しいか
もしれないが、中身を見てみると、ソー
スの①にあるように TShockwaveFlash
というクラスが定義されている。【図7-①】
　またソースの②にあるように、このク
ラスには、Play や Stop といった Flash
再生を操作するためのメソッドも用意さ
れていることが分かる。【図 7- ②】
　つまり、インターフェースだけでなく
Flash を再生するためのクラスも自動で
作成されているので、このクラスを利用
するだけで、Flash を Delphi/400 から
操作することができるのである。

　次章では、実際にこのクラスを使用し
て、YouTube の動画再生プレイヤーを
作成する。

3. YouTubeプレイヤーの
実装
　実際に、YouTube の動画を再生する
アプリケーションを作成してみよう。

（1）はじめに新規プロジェクトを作成し、
先に ActiveX コントロールから作成し
た自動生成ユニットの ShockwaveFlas
hObjects_TLB.pas を組み込む。
　これは［プロジェクト | プロジェクト
に追加］から保存している ShockwaveF
lashObjects_TLB.pasを指定する。【図8】

（2）これでプロジェクトに組み込まれた
ので、実際に Flash を使いたいユニッ

ト で、interface 部 の uses 節 に Shock 
waveFlashObjects_TLB を 追 記 す る。

【ソース 1】

（3）ShockwaveFlashObjects_TLB で
定義されたクラスを利用するために、変
数を定義する。【ソース 2】

（4）次に、アプリケーション画面を作成
する。
　画面には、YouTube で再生する動画
の ID を入力する TEdit（①）と、再生
用の TBitbtn（②）と停止の TBitbtn

（③）、そして Flash を再生するための
TPanel（④）を配置する。【図 9】

（5）Flash の再生部分には TPanel を使
用している。
　ShockwaveFlashObjects_TLB で 用
意されているのはクラスであって、コン
ポーネントではないからである。今回は
画面で描画する領域として、TPanel を
利用する仕組みにしている。
　この TPanel に Flash のクラスの描画
を割り当てるために、画面起動時に
フォームの Create イベントで、ソース
に示すような処理を行う。【ソース 3】

（6）画面終了時にはこれを破棄するため
に、フォームのDestroyイベントで、ソー
スに示すような処理を行う。【ソース 4】

（7）ここから、Flash を再生 / 停止する
ボタンの処理をプログラミングすること
になる。
　その前に、自動生成された TShock 
waveFlash のクラスで使用できる、主
な機能を記載しておく。

【TShockwaveFlashクラスで用意される
主な機能】
・Playメソッド：Flash Movieを再生する

メソッド
・Stopメソッド：Flash Movieを停止する

メソッド
・Movie プロパティ：再生する Flash 

Movie を指定するプロパティ（※）

※Flashのファイルをここで指定する。URLでも
指定できる。今回のYouTube動画の場合は、URL
を指定する。
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（8）再生ボタンが押された処理では、
Movie プロパティに YouTube の URL
とあわせて画面で入力された動画の ID
をセットして、Play メソッドで Flash
の再生を行う。【ソース 5】

YouTubeのURL

http://www.youtube.com/v/

　指定する ID は、YouTube で公開さ
れている動画に設定されている ID であ
る。例えば、次のURLはGoogleストリー
トビューの YouTube 動画の URL であ
り、「v/」以降の文字列が ID である。

http://www.youtube.com/v/XD_4WS 

wkWEU

　なお、YouTube 動画上を右クリック
してポップアップされるメニューから

「Copy embed html」を選択し、エディ
タ等に貼り付けるなどして、ID を含む
情報を確認することもできる。

（9）最後に停止ボタンを押された時の処
理では、単純に Stop メソッドを実行す
るだけである。【ソース 6】

（10）これだけで、簡単な YouTube プ
レイヤーの完成である。早速実行して
Flash の再生を試してみよう。【図 10】

　なお（9）に関連して、ShockwaveFlash
自体に「Stop メソッドを実行しても停
止しない場合がある」という動作問題が
ある。
　Stop メソッドの動作を確実に解決す
る場合には、本レポートの最後に補足掲
載している、ソースのクラス修正を加え
ることで、Delphi/400 側で対応するこ
とができるので参考にしてほしい。【ソー
ス 7】【ソース 8】

4. まとめ
　この YouTube 動画再生アプリケー
ションの開発は非常にシンプルで、簡単
に Flash の再生操作機能を実現するこ
とができた。
　もちろん Flash の再生プログラム自
体を自身ですべて開発しようと思えば、

複雑で高度なプログラムが必要だが、
Delphi/400 の ActiveX コントロールの
自動取り込み機能によって、それらの開
発はほとんど必要としない。
　本稿のアプリケーションは YouTube
の動画を再生する機能だけであるが、
Movie プロパティに Flash ファイルを
設定すれば、通常の Flash も再生する
ことができる。つまり、Webページ同様、
Delphi/400 のアプリケーションも、画
面に Flash 動画などを組み込んだ見た
目のよい画面を作ることが可能なのであ
る。【図 11】
　また、最近では Flash を利用したプロ
グラムで、「Flex」と呼ばれるプログラ
ム（ActionScript）を組み込んだ Flash
もある。これらと連携したアプリケー
ションの開発も面白いだろう。【図 12】
　この Flash の連携だけでも、Delphi/ 
400 アプリケーションには、さまざまな
開発の可能性が含まれているのが分か
る。他の ActiveX コントロールの利用
や今後の開発において、ヒントや参考に
していただければ幸いである。

M
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ソース5  再生ボタンクリック

ソース4  終了処理（表示Flash破棄）

ソース1  Uses節

ソース2  宣言部

ソース3  初期処理（表示Flash生成）
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ソース6  停止ボタンクリック

ソース7  修正クラス宣言部

ソース8  修正クラス実装部
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